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◎料金改定説明資料について 
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会議記録 

（議事内容） 

［会議の要旨］ 

 

◎門真市公共下水道事業経営戦略（案）に係るパブリックコメントの結果に

ついて 

令和２年２月13日（木）から３月13日（金）にかけて実施した門真市公共

下水道事業経営戦略（案）に係るパブリックコメントの結果について説明し

た。 

 

◎料金改定説明資料 

上下水道料金の改定に係る内容を市民へ向けた資料について、第５回経営

審議会での意見を踏まえ修正した内容を説明した。 

 

◎答申書について 

 答申書の内容について説明した。 

意見内容 【資料２】 

・ ４ページ及び６ページに「資金が不足することが予測されます」旨の記

載があるが、資金不足が発生することはほぼ確実であると考えられるた

め、確実性を踏まえた表現とすべきである。  

・ ５ページの「④ 下水道使用料の改定が必要な理由」について、写真の

ような下水道事故が門真市においては発生しておらず、今後も発生しない

よう維持管理をしていく旨、及びそのためにも必要な使用料の改定である

旨の説明が必要である。  

・ 本資料の公開時期については、料金改定が決定した以降であるとのこと

から、決定事項のお知らせという観点で表現を適宜修正するとともに、実

際に公表するまでには、図（表）の体裁や表現等について、より市民にと

ってわかりやすいものとなるよう改良を加えられたい。 



 

【資料３】 

・ １ページ及び６ページに「市民の節水意識の定着」という表現があるが、

節水意識の定着により下水道使用料の値上げに繋がったとも読み取れる

ため、文言を削除し、「節水機器の普及等」のみにすべきである。 

・ １ページの⑴①で「管材料の性能向上や、50年を経過した管路の外面的

腐食が軽微であった実績から」とあるが、既設管路を100年使用すること

の理由に「管材料の性能向上」は該当しないため、表現を「50年を経過し

た管路の外面的腐食が軽微であった実績があり、また新しく管路を布設す

る場合には、その性能が向上していることから、費用面及び実施体制に鑑

みて設定したものとされている。」とする方が適切である。 

・ ２ページ⑶について、水道施設の更新及び耐震化を計画的に実施するこ

とで投資費用の平準化及び施設使用年数の平準化という効果もあること

から、５行目の表現を「本審議会では、水道施設の更新及び耐震化をより

加速的に実施すべきとの意見もあったものの、料金水準の妥当性を確保す

るとともに後述する下水道使用料の増額改定に伴う市民等の負担軽減に

も繋がること、さらには水道施設の更新及び耐震化を計画的に実施するこ

とで施設使用年数の平準化、ひいては将来の投資費用の平準化といった効

果もあることから、今回の水道料金の見直しは容認できる範囲と考える。」

とすべきである。 

・ ４ページの⑸の順番について、本審議会ではビジョン計画期間内の料金

水準について検証を行ったため、③⇒②⇒④⇒⑤⇒①とすべきである。 

・ ９ページ②アの使用料改定時期については、「現在の経営状況に鑑み、

持続可能な公共下水道事業運営に必要な資金を確保するために、速やかに改

定すべきであるが、社会情勢の急激な変化が起きた場合には、それへの配慮

は必要である。」とすべきである。 


